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評価項目（中項目） 評価結果 

Ⅰ-１理念・基本方針  評価：Ｂ 
事業指針、倫理綱領についてはホームページやパンフ

レットに掲載し周知している。職員や利用者、保護者に
は説明を行っている。特に利用者への説明については、
分かりやすく理解できるよう工夫している。 

職員朝礼では日を定めて倫理綱領を読み上げ、支援の
基本を日々確認している。 

Ⅰ-２計画策定 評価：Ｂ 
事業計画において、施設が目指す課題や取り組みを具

体的な目標として示している。 
日々進捗状況を把握しながら定期的に振り返りを持つ

中で、問題解決に取り組んでいる。 

Ⅰ-３管理者の責任とリーダー 

   シップ 

評価：Ａ 
職員の意見を吸い上げ、見通しを持ちながら業務に当

たることができるように取り組んでいる。職員が意見を
出しやすい環境であることがチームとしての意識を高め
業務を進められると考え、良好なコミュニケーションを
図ることができる環境となるよう職員間の関係作りに努
めた。 

Ⅱ-１経営状況の把握 評価：Ｂ 
利用希望者については積極的に受け入れを行った。 
生産活動においては、コスト意識を高められるよう会

議等で分析を行っている。 
その他、地域のニーズの情報収集のため、他機関と連

携を図っている。 

Ⅱ-２人材の確保・養成 評価：Ｂ 
法人の人事担当者が中心となり人材確保に取り組んで

いる。また処遇改善等の取り組みにより、より安定的な
人材確保に努めている。 

部内研修において新任研修や、研修報告会を積極的に
行い、専門性を高める取り組みを行っている。 



Ⅱ-３地域との交流と連携 評価：Ｂ 
新型コロナウイルス感染症の影響により地域との交流

が難しい状況が続いた。地域交流としてのイベントであ
る「地域ふれあい祭り」については規模を縮小し、法人
内の事業所単位で開催し、外部の参加はなかった。 

地域への情報発信として慶光会だよりの発行は定期的
に行われている。 

Ⅲ-１利用者本位の福祉サービス 評価：Ｂ 
職員一人ひとりが意識的に取り組めるよう、事業所内

で人権擁護や虐待に関しての意見交換等を行った。また
法人としても、人権擁護、虐待防止について周知を行い
、利用者が安心して主体的に活動できるような取り組み
を行っている。 

Ⅲ-２サービスの質の確保 評価：Ｂ 
利用者個々に合わせた支援ができるよう、日々の朝礼

や定期の支援員会議の中で利用者の情報共有を行い、職
員が統一した支援ができるよう取り組んだ。 

必要に応じて関係機関を交えたケア会議にも参加し、
方針を確認ながら支援を行っている。 

Ⅲ-３サービスの開始・継続 評価：Ｂ 
サービス開始の際には、契約書、重要事項説明書等の

資料を提示し、分かりやすく丁寧に説明を行っている。 
事業所玄関には法人・事業所の概要を掲示している。 

Ⅳ-１利用者に応じた個別支援 

   プログラム 

評価：Ｂ 
地域生活支援センターの定期のモニタリングでの情報

を基に、利用者、家族の要望などを確認後にアセスメン
トを行い、個別支援計画の作成、見直しを行っている。 

保護者とは、お知らせ・連絡ノート・電話・メールに
て、確認や情報共有を行っている。 

Ⅳ-２日常生活支援サービス 評価：Ｂ 
家庭やグループホームと連携を取りながら健康状態等

を把握し、個別に合わせた支援を行っている。 
昼食については希望利用者へ法人内の管理栄養士が栄

養バランス等を配慮し献立された弁当を提供している。 
作業のみではなく、学習会や食事会の企画を取り入れ

ながら、利用者が気分転換できるような取り組みも行っ
ている。 

Ⅴ-１生活環境の整備 非該当。 

Ⅵ-１緊急時の対応 評価：Ｂ 
対応マニュアルは、全職員に配布・周知を図るととも

に火災警報器付近に常設している。 
年２回の避難・通報・消火訓練を行い、消防署への報

告を行っている。 

Ⅶ-１ 就労意欲の醸成 評価：Ａ 
利用者個々に合わせた作業に取り組めるよう、作業工

程の細分化を図り、必要に応じ補助具の作成を行うなど
工夫している。また作業が途切れる事のないよう、外部
企業と細目に連絡調整を行っている。安定した作業提供
が、作業参加と作業効率の向上につながっているように
思われる。 

品質管理については、重点課題としてマニュアルを整
備し、外部企業からの信頼性の向上に努めている。 

＊着眼点の項目等を参考に、具体的な実施（達成）の状況や未実施の場合はその理由など、



評価における根拠とともに、今後の改善計画（方針）なども記載してください。 

 ＊「Ⅶ-１ 就労意欲の醸成」欄は、授産施設のみが該当します。 


